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研究テーマ（発表タイトル） 

なぜ人々は衝動買いをするのか？ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

本研究の目的は、企業が消費者に衝動買いをさせるために、どういった戦略を策定しているのかを明らかにすることである。この

研究結果を踏まえて企業が消費者に対し、より衝動買いを促進させるための戦略を提案する。この研究の始まりは、メンバーの

共通点としてよく衝動買いをすることが判明し、企業に衝動買いを促進させる戦略があるのではないかと予想したことである。この

背景から、衝動買いを促進させる企業の戦略を明らかにする。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

世の中の企業はすべて、人々がいつの間にかお金を使ってしまうように仕向ける戦略を開発している。企業は人間が合理的な

存在ではなく、感情によって左右される生き物であり、無意識のうちに操作されやすいことを熟知しており、隠れたメッセージや微妙

なデザインを使って人々に衝動買いをさせるように仕向けている。 

３．研究テーマの課題 

① 様々な層の人に商品を買ってもらうにはどうすればいいか 

② 消費者が商品を見て魅力的に感じさせるようにどういった見せ方があるか 

③ ついで買いをさせて売り上げを伸ばしていけるようにするにはどうすればいいのか 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

・文献調査にて衝動買いを促進させる方法を調べる。 

・その結果を踏まえて自分たちならどういった戦略をとるか提案する。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

① ・新製品やお買い得商品、季節のイベント商品を入り口付近に置く。 

店に入るきっかけ作りになる。 

・店内入り口付近にカゴを置く。 

カゴを持つと店内を回ってもらえる可能性が上がるためついで買いを促進。 

・関連商品を置く。 

酒の近くにつまみを置いたり、ファッション誌の向かいに化粧品を置くなどターゲットに関連する商品を近くに配置。無意識のうち



についで買いを誘う。 

 ・レジ前とカウンター前についで買いしやすい低価格のものを置く。 

 

② 白熱灯 

食べ物のおいしさを引き出す光 

蛍光灯→食べ物が冷めて見え、おいしさが半減してしまう。 

白熱灯→食べ物はできたてっぽく美味しそうに見せることができる。 

 

③ POP 広告を使って衝動買いさせる。 いくつか案を出す。 

 

６．結果や今後の取り組み 

企業の戦略は消費者の購買意欲を促進させ、結果衝動買いにつながっていることがわかった。 

提案①：イベントのほかにも自社だけのイベントを実施して衝動買いを促す。 

提案②：有名アーティストとコラボして、ライブのグッズ販売に自社の商品を販売してもらう。 
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